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1　はじめに

　小論においては，まず中国の障害者（児）の数量的把

握を行う。そして，その障害者に対する教育や福祉の事

業の発展状況を概観する。そのうえで，当面検討を要す

ると考えられる事項について，周辺的な問題をも含めて

分析する。

2　中国の障害考（児）の実態

　政府機関による1987年のサンプリング調査によると，

中国の心身障害者の数は5，164万人である。全人口の4．9

％，金世帯の18．1％を占めている。そのうち，言語聴覚

障害者は1，770万，知的障害者1，017万，視覚障害者は755

万，身体障害者755万，重複障害者は673万，精神障害者

は194万であるという1）。そのなかで，0歳～14歳の障害

児の数は817万人で，該当年歯令の子どもの2．7％，金障害

者の総数の17．8％を占めている。

　障害児の障害別の内訳をまとめると表1のようになる。

　この1987年の調査に関して，中央政府はいくつかの特

徴を数え上げている◎

　①障害者（児）の74．5％は農村部に分布（3，848．73万

　　人）し，都市部は25．5％（1，315．27万人）となって

　　いる2）。これは全国の人口分布とほぼ同じ傾向である。

　②大都市では障害児の発生率が低く，内陸地域（比較

　　的貧困な経済状況の地区）では障害児の発生率が著

　　しく高くなっでいる。

　③知的障害児が量的に多いのは数字を見れば明らかで

　　ある。詳細を見ると，重複障害児の95％は知的障害

　　を持っている。両方をあわせて，金障害児の75．3％

　が知的障害を持っていることになる。

④障害児の中でも軽度の者が多数を占めており，また，

　女児より男児の方が多い。

　しかしながら，この1987年の調査はサンプリング調査

であり，金数調査ではない。巨大な人口を抱えているこ

とともあいまって，正確な数の把握は未だ行われていな

い。1998年上半期の「人民日報」は，すでに全国の障害

者の数は6千万人に達っしたと報遣している。

　さらに数の実態把握の問題に関連して指摘しておかな

ければならないのは，定義の間題である。「障害」の定義，

程度について必ずしも明確ではない3）。「中国の社会保障

がわかる本」と帯カバーに銘打たれた最近の日本の文献

でも，障害者をとりあげた独立の章や節はなく，のみな

らず項目としても挙げられていない。ただ労災保険の認

定に関わって障害の等級が示されているにすぎない4）。

3　中国障害考事業の発展状況

　1949年の中華人民共和国の成立以後，特に80年代に入

ってから，経済の発展にともなって，中国の障害者事業

に関する施策は徐々に整備1促進されてきた。これには

障害の予防，治療およひ障害者（児）の訓練，看護，教

育，就職（雇用）の対策の推進が合まれている。

　1988年3月11日，中国残疾人聯含会（中国障害者連合

会）が創立された。この会の理事長は，文化大革命時に

追害されて下半身不随になったという郡朴方（元中国最

高指導者郡小平の長男）である。その連合会は中央政府

と違携しながらも独立した半官半民の組織であり，中国

の障害者に関する総合的な政策立案および執行のための
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組織である。日本にはこれに相当する組織

がないため，イメージとしてはもちにくい

が，いずれにしても，中国における障害者

問題の総括的推進組織といえる。この組織

の下には，各省，直轄市，自治区レベルで

の障害者連合会がある。またそれらの指導

のもとで，その一級下位に位置する各縣，

区，地域の障害者連含会（団体，組織など）

が活動している5）。

　先に述べたように実数の把握は不十分で

あるにせよ，障害者に関連する事業は中国

の社会主義事業の一部分として認識されて

いる。1990年12月28日，第七回全国人民代

表大会常務委員会第17次会議を経て公布さ

れ，1991年5月15日から実施された「中華

人民共和国残疾人保障法」は，「総則」，「康

復（健康回復の意味，即ち“リハビリテー

ション’’）」，「教育」，「労働就業（就職）」，

「文化生活」，「福利」，「環境（障害者向け

の施設の整備，社会環境など）」，「法律責

任」ラ「附則（付則）」等々，あわ幸て九章54

条から成り，障害者および障害者事業の基

本法として，障害者の利益を保障する“母

法”としての役割を果たしてきた。元中国

民政部部長（民政省大臣）崔乃夫氏は「保

障法」について，その実施は「我が国の障

害者の公民的権利を保障する根本的な措置

であり，社会主義法制建設の重要な内容で

あり，また中国人民の社会生活の中で最も

重視すべきものの一つである」と評価した6）。

　なお，「残疾人」という中国での用語につ

いては，その語感からして日本人にとって

違和感がないとはいえない。しかしながら，

同じ漢字による表記であっても意味がまっ

たく異なる例は，中国語と日本語との間で

はしばしばみられることである。よく知ら

れている例として，日本語の「手紙」が中

国語ではトイレットペーパーを意味し，「丈

夫」が中国語では夫を意味する，などがあ

る。そして中国語の“残”は，不完全な，

欠けている，傷のあるといった意味になり，

喉”は病，疾患を意味する。したがって，

“残疾洲とはう簡単にはよくならない病気，

病気の後に残った余病，持病ということに

なる。“残疾パはもともとただ身体障害者
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表2

等級 級　分　け　根　拠

1
器官欠損あるいは機能完全喪失、他の器官が代償不能で、

級 特殊治療または完全介護に依存しなければ生命及び基本的

な生活ができない者

2
器官厳重欠損あるいは奇形、重い機能障害または合併症を

級 持つ特殊治療及びほとんど介護に依存しなければならない

者

3 器官厳重欠損あるいは奇形、重い機能障害または合併症を
級 持つ特殊治療及び一部介護に依存しなければならない者

4
器官厳重欠損あるいは奇形、重い機能障害または合併症を

級 持つ特殊治療に依存するが、日常生活においては自活ので

きる者

5
器官の大部分欠損あるいははっきりした奇形、比較的重い

級 機能障害または合併症を持つ一般治療に依存するが、自活

のできる者

6
器官の大部分欠損あるいははっきりした奇形、中等程度の

級 機能障害または含併症を持つ一般治療に依存するが、自活

のできる者

7 器官の大部分欠損あるいは奇形、軽度の機能障害または合
級 併症を持つ一般医療に依存するが、自活のできる者

8 器官部分欠損、形態異常、軽度の機能障害を持つ治療する
級 必要のある自活のできる者

9 器官部分欠損、形態異常、軽度機能障害を持っているが、
級 治療する必要がなく、自活のできる者

10 器官部分欠損、形態異常であるが、機能障害、治療必要の
級 無い自活できる者

中江章浩，21世紀の社会保障，1998，p27
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だけを指し，近年以未，障害者を総括して指すことにな

った。一般の中国人にとって，差別的な響きはこのこと

ばにはない。

　この「残疾人」という用語は比較的最近使われるよう

になったものであり，従来は「残廃人」という用語が一

般的であり，現在でも耳にすることがある。ただ，障害

者を指す用語としてこの「残疾人」が真に科学的である

かどうかは，今後の歴史の中で検証されていくことにな

ろう。この点については，これまでに用語について幾多

の変遷のあった日本についても，同様にいえることであ
る。

　つぎに，「中華人民共和国残疾人。保障法」において，

教育も重要間題の一つに位置つけられているのであるが，

中国におけるその歴史を振り返りながら今日的課題を検

討しておきたい。

　世界の障害児教育の歴史には，共通の傾向がある。す

なわち，聴覚，視覚障害児の教育が先行し，知的障害児

のそれが後塵を拝するということである。中国もその例

に漏れないが，19世紀の後半に視覚。聴覚障害児教育は

始まった。最初の盲学校は，1874年にイギリス出身の牧

師Moon．Wi11iamによって北京で創立された。学校の名称

は「警婁通文館」であったが，現在の北京市第一盲学校

の前身である。聾学校は，1887年にアメリカの布教師C．R．

Mi11sとA．T．Mi11s夫妻が山東省蓬莱縣で設立した。「啓瘡

学館」という名称であったが，現在は煙台市聾唖中心学

校となっている（「中心」は，センターの意）。1912年，

張審という実業家が障害児教育の教師を養成するために，

江蘇省南通市で聾，盲師範伝習所を設立した、1949年ま

で，中国は内戦が絶え間なく続き，そのうえ，外国の侵

喀と収奪をうけ，旧中国の障害児教育の発展は非常に緩

やかなものであった7）。1949年当時，全国では障害児学校

は40数か所であり，生徒数は2千数百であった。

　現在，中央政府における障害者事業に関する指導，管

理，施策などを担当する主な行政部門は，国家教育委員

会と民政部である。中国国家教育委員会基礎教育司（局）

の王文湛氏は，1995年に特殊教育第8次5カ年工作総括

会議において，全国の特殊教育の現状についてつぎのよ

うに報告している。「全国には特殊学校（盲，ろうラ養護

学校など）が1，288あり，特殊学級5，301，在籍数24．14万

人，教員数は約2万人以上にのぼっている。重度の障害

児には，4～7歳児のための収容施設と福利園があリ，

終身保護施設としては福利院がある。」

　障害児の早期教育も急速に発展している。1995年まで

に全国で，3～7歳の言語聴覚障害児のリハビリ訓練セ

ンターが1，400か所，治療教育を受けている児童数が54，OOO

人となっていた。そのうち，11．1％の訓練を終えた児童

が通常幼稚園と小学校に入学した。

　中国の障害児教育界では，もう一つの注目される現象

がある。すなわち，障害児を学校の通常学級に入学させ，

健常児とともに勉強させること，いわゆる「随班就読」

である。障害児学校の設置数が限られており，したがっ

て入学定員が限定されているため，国家教育委員会によ

って「障害児随班就読」という方策が提起された。1989

年から北京，江蘇，山西などの省や市において視覚障害

児の「随班就読」実験が始まり，1995年までには，以上

の省，市で視覚障害児の初等義務教育が基本的に定着し

た◎知的障害児についても「随班就読」の実験が1992年

に開始され，95年までに，10万人以上がその対象となっ

た。障害児は中学校を卒業した後，職業訓練を目的とし

て高等学校や専門学校に入学し，学習を継統している。

　また障害者の職業専門教育も大きく発展している。こ

れは中国で元来いわれてきた‘‘自力更生”の思想と深い

関わりがある。L994年までに全国で300か所の障害者職業

訓練センターが設置され，最近では，生徒の卒業後の生

活，就職，労働技能，職業知識などに関する専門科目を

カリキュラムに正式に位置づけるようになっている。

　大都市では，若い障害者を普通高等学校に入学させ，

「随班就読」の教育実験を行っている。1994年，障害者

を募集する専門的な大学，短期大学が4力所設置され，

また一般の大学に在籍する障害者数が6，OOO人以上に増加

した。その他，1993年時点で民政部の福祉養護機関に設

置された特殊学級が千以上あり，在学者が1万以上とな

っている。

　全国7校の師範大学に特殊教育専攻の課程が開設され，

中等特殊教育教師資格養成機関が34力所，そして一部の

普通師範大学で特殊教育専門講座が開設されている、特

殊教育に従事する教職員は現在2万3千人にのぼってい

る。視覚障害児教育の分野では，物理学や民族音楽に関

係する点字が制定され，質の良い点字板が量産されるよ

うになってきた。聴覚障害の分野では，90年代から『中

国手語』が編集，出版され，『中国手語』の教師資格セミ

ナーも開催されたという状況である8）。また，教育部（当

時の「国家教育委員会」）の規定により，障害児教育に従

事する教師の月給は普通の教師より15％多く，北京市で

はこの基礎の上にさらに25％までの給与面での優遇措置

が講じられている。

　障害者の就職を目的とする社会福祉工場も社全福祉施

設の一種として，驚異的な発展を遂げてきた。とくに改

革解放政策以降の福祉生産の発展は驚異的なものがあっ

た◎1988年までに全国の福祉企業数は1981年当時の約26
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倍，4万社あまりとなり，そこで働く150万人の従業員の

中の5割が障害者であった。福祉企業の発展は優遇政策

の導入を背景としている◎1984年に出された「民政部門

運営下での社会福祉企業の免税問題に関する通達」では，

福祉企業の税収減免について，次のように定めていた。

　①障害者数が従業員総数の35％以上を占める福祉企業

　　においては，労務，修理およびサービス的な業務に

　　従事して得られた所得に対し，営業税が免除される、

　②障害者数が従業員の総数の50％以上を占める福祉企

　　業においては，生産，販売により得られた所得に対

　　し，製品税と平価切り上げ税が免除される。障害者

　　数が従業員総数の35％以上を占める福祉企業は欠損

　　を生じ，利潤が少ない場合，製品税と平価切り上げ

　　税が免除される。

　③民政部の所属企業で製造される障害者専用の製品，

　　例えぱ，車椅子や義肢などには製晶税が免除される。

　こうした優遇政策の効果もあって，福祉企業の総生産

高は1981年の9．28億人民元から，1988年の206．3億人民元

に，年間利潤の創出も1983年の1．48億元から，1988年の

166億元にまで増加した9）。

　しかしながら，政府は長い間，福祉企業を経済実体と

してみるのではなく，福祉として対処していたため，基

本的施設およひ技術面での投資が行われなかった。それ

に，民政部門自身が比較的“貧しい’’機構であるため，

福祉企業の現代化にとりくむ余裕がなかったといえる。

そのために，市場経済の発展に伴い、福祉企業は一般企

業の競争相手となるには至らず，またそうした企業の唯

一の生き残りの手段である税制上の優遇措置の範囲縮小

といった「改正」が進行したため，1989年には，一部の

福祉企業が赤字経営に転落していった。その結果，政府

はこのような福祉企業に対して，税制の優遇政策だけで

はなく，製品の売れ行きや同業界の競争などの面で，特

別な対策を実施しなければならなくなっている、そのよ

うな状況の改善のために，企業の利潤を追求するだけで

はなく，やはり‘‘三位一体”の指導原則のもとで，すな

わち，障害者の就職，養成訓練，職業リハビリを結合し

て，福祉企業を発展させる必要に迫られている状況にあ

る。

4　当面の課題

　現在，国家や政府の障害児教育関係者は，「障害児童少

年義務教育“九五”計画実施方案」の施行における最大

の困難は経費，すなわち財政にあると見ている。1993年

の中国国内総生産（GDP）は，世界の先進諸国に伸間入

りしたが，しかし，世界の5分の1を占める巨大な人口

の故に，一人あたりのGDPは極めて低い水準に止まって

いる（図1，図2）。

　先にも述べたように，中国の貧困問題は主に農村部に

集中している。各農村の間では自然環境が大きく異なり，

一部の地域は“先天的な不足”によって慢性的な貧困状

態が続いている。また文化大革命の悪影響や改革開放の

波に乗り切れていないといった“後天的な要素”も指摘

されている。しかしながら革命後の農村政策の歴史を振

り返るとき，都市と農村の格差は，60年代から70年代半

ばまでの間に政府が強力に押し進めた経済政策，つまり

農産物価格と農産物資材価格の統制を通じての価格差益

を国家の収入とするといった政策の後遺症が。今にも強

く影響していると言える10．

　1997年時点で，中国で衣食維持最低ラインの近辺にあ

る絶対的貧困人口は約3，000万人と言われている。その、う

ち，障害者が70％を占める。即ち2，100万人が生活保護を

必要としている。1983年から，政府は貧困扶助に乗り出

し，貧困扶助対策を国務院が指導する貧困地区の経済開

発にあたる‘‘大扶貧”と，民政部が担当する貧困世帯に

対する“小扶貧”の二つに分類した。さらに，1998年4

月27日付け「人民日報」に中央政府の“障害者貧困扶助

プラン洲が掲載され，98年から21世紀初頭にかけて，貧

困障害者の貧困からの脱出を実現するという“決意”が

表明された。

　中国の障害者事業の発展に立ちはだかるあと一つの大

きな困難は，人口問題である。1998年現在，中国の31省，

直轄市，自治区（台湾，マカオを除く）ラ香港特別行政区

の総人口は12億3千万人である。出生率1．97％，自然増

加率127％，年平均約1，20ト1，300万人の増加がある。

都市部3億5千万人，農村部8億8千万人という人口は，

それぞれ全人口の28％，72％を占める。この総人口は世

界の23．6％にのぼる。しかし，毛沢東をはじめ，新生中

国の歴代の指導者は，ますます深刻化する人口問題（1951

年末の全人口は5億6千万）に関して，一貫して楽観的

であった。中国における貧困の根本原因は人1］問題では

なく，帝国主義および資産階級による支配である，と認

識していたのである。このため，人口爆発の社会発展に

及ぼす否定的側面は軽視され，「人口をコントロールし，

出産を制限する」という新人口論を噌えた馬寅初教授（解

放後，北京大学の初代学長。彼の新しい人口論は後に計

画出産という基本国策の主要理論となった））に“マルサ

ス人口論者”というレッテルを貼り，厳しく批判をした。

そして当時の一時的な局度経済回復と発展のもとで，「人

定勝天」（人は必ず自然に勝つ，即ち，人さえいれば，如
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図1。各国の1人当たリG　D　P
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何なる奇跡も創造できる）という認識が広がった。

　70年代の初め，文化大革命の悪影響および人口の激増

に従う経済の低迷に落ち込んだ中国では，少数民族地域

を除き，初めて行政法規を用いて“計画出産”を強制的

に推進し始めた。1979年からは厳しく人口抑制政策を推

進するため，いわゆる“独生子政策（一人っ子施策）”が

本格的に開始された。また80年代に入ってからは，「晩婚，

晩育（晩産），少生，優生」をスローガンにし，それが厳

格に実施された。1991年に制定された「国民経済，社会

発展10年計画と第8次5カ年計画綱要」では，1991年か

ら2000年の10年間に年平均人口自然増加率を125％以内

に抑えることを当面の目標としていた。2000年から逐次

1％以下に引き下げ，総人口を今世紀は13億以内にとど

めたいと考えたものである。1998年7月10日，中国国家

計画生育（計画出産）委員会主任張維堅氏は，「21世紀の

半ばまで，できる限り16億以内に抑制する」と宣布した。

つまり，中国の“独生子政策’’はこの先50年以内は変更

することなく続行することが強調された。中国の人口は

世界で一番多く，したがって障害者の数も多い。ただ知

的障害児の人数のみをとっても，北ヨーロッパのデンマ

一クの総人1］と等しい。特に800万人と推計される学蹄知

的障害児は，その数をみるだけでも困難の大きさが想像

される。仮に，800万人の中の約50～60％の障害児を障害

児学校または障害児学級に入学させなければならないと

すると，1学級の生徒数を12人とするならば，そして5

人の生徒に1名の教員を配置するならば，単純に計算し

ても金国的に60万の特殊学級を増設し，70～80万人の専

門教師を増員しなければならないのである。しかしなが

ら現在の状況は，毎年4，000－5，OOO人の障害児教育担当

の新教員を養成するにとどまっている。

　ただしかし，教育の分野で障害児教育が特に後れをと

っているというわけではないという点について付言して

おかなければならない。15歳以上人口における非識字者

及び半識字者の占める比率は，1990年代に入ってからで

も全国で22．3％である。北京は11．3％であるが，チベッ

ト自治区では70％近くにもなり，おしなべて農村部が低

くなっているヱi）。

　また，90年代初めでも義務教育段階の教師800万のうち

230万が，「民弁教師」と呼ばれる教員資格を持たない教

師であったとされる12）。
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　一方，精神衛生や心理臨床の方面については，以下の

ような状況になっている。

　国家民政部の報告（1990年）によると，民政部の各児

童福祉センターにおいてリハビリテーションを行ってい

る医師が約2，OOO人，助手のスタッフが1万人余りであり，

その他の非常勤1千人余りの医師が聴覚・言語障害児に

対する臨床活動を行っている。しかし，障害者（児）の

総体からみると，需要を満たしているとは言い難い。以

上のスタッフの中で大学及ひ大学院の専門コースの卒業

者は約15％にとどまって■いる。これは，精神衛生や心理

臨床の領域の開発に大きなブレーキとなっている。その

ため，師範大学だけでなく，一般の総合大学の中で精神

衡生や心理臨床の専攻コースを設置することが切実かつ

緊急な課題の一つに挙げられている13）。

　障害児と直接には関係しないが，「一人っ子の現象」は

心理専門職の大量の養成を求めている。すでに中国の大

学の新入生は，「一人っ子」の比率が90％以上に達してい

るといわれる。各家庭で大切にされている一人っ子を「小

皇帝」，「小公主（姫）」とも呼んでいる。学校，社会，家

庭において，教育上心理上の新しい間題を生じさせてき

ているのである。

　あと一つ，日本でも高齢障害者の間題が最近ではとみ

に注目されてきているが，中国においても「高齢化の間

題」がある。中国人の寿命は先進国を追いかけ，平均年

齢が72－73歳に達している。今後の中国においても，家

族の構成，関係，役割，機能などにも変化が生じるであ

ろうし，老人福祉間題全体のなかでの高齢障害者につい

ての研究がますます重要となろう。
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